こうふうとう 

黄 屈 島に て 



今夜 こそ、 かねて 計画して いたと おり、 僕 はこの 恐 

ろしい 精神病院 を 脱走し ようと 決心した。 —— - 

そもそも 僕 は、 どうして この 島の 精神病院 などに 入 

れられ るよう な ことにな つたの か、 その 訳 を 知らな 

かった。 第一 僕 は、 こんな 島なん かに 来たくなかった 

の だ。 母親のお 鳥に 連れられ、 内地 をお さらばし てこ 

こうふうとう 

の 北国の 黄 風 島に 移住して きたの だが、 なぜ 母親が あ 

の 気持の い い 内地 を 去る ような 気持に な つ たの か腑に 



中 は、 あれが 変な のかと いわぬ ばかりに 好奇の 眼 を 輝 

かせて 見送る ばかりで、 誰 一人 僕 を 助けて くれる もの 

はなかった。 そうして 僕 は、 やすやす とこの 精神病院 

に 入れられて しまった のだった。 

「僕 は 気が 変じ やない ぞ。 早く 母親 を 呼べ。 —— 僕 を 

変 だと 診断す るの か。 そんな 院長 こそ 変 だ！」 

僕 は 腹立ち まぎれに、 そんな 〔# 「そんな」 は 底本で は 

「そんに 匕 風に 怒鳴りち らした。 だが、 その 結果 は 反つ 

てよ くなかった。 僕 はます ます 気が 変の ように 見られ、 

しまいに は 自分自身 でも、 或いは 僕 は 変にな つてい る 

のじ やない かと 錯覚 を 起こした くらいだった。 



るが、 極く 昔、 和 蘭 あたりで 作られた もので ないかと 

思う ほど、 古ぼけた 珍ら しい 形の 鍵だった。 そしても 

う 一 つ 奇妙な ことに、 その 鍵の 握り 輪の 内側が、 丁度 

若い 女の 横顔 を くりぬい たような 形に なって いた。 そ 

こがたい へん 僕の 気に入って、 無断で 貰って きたの 

ご ま か 

だった が、 その 鍵 だけ は 監視 人の 眼 も 胡 魔 化しお おせ 

て、 いまだに 僕の 手に あり、 僕 は それ を 唯一 の 玩具 I 

I いや 宝物と して 退屈 きわまる 毎日 をわず かに 慰めて 

いたのだった。 

その後、 ついに 会えない かと 思った 母親に も、 また 

森お じさんに も、 たった 一度 だけ 会う 機会が あった。 



きる ように 骨 を 折つ てみ るが …… 」 

といった。 この 唐突の 話に は 面 喰って しまった。 始 

め は 一 体なん のこと を 云って いるの か 分らなかった が、 

そ のうちに、 

(ハ ハァ。 ひょっとすると、 これ は 横顔 女の 鍵の こと 

を 云って いるの かしら？) 

と 気がついた。 けれども 僕 は その 鍵 を どうしても 渡 

す 気になれなかった。 鍵 を 渡した 代償に、 この 病院 を 

うそ ぱち 

出す というが、 それ は 噓ッ八 だとい うこと がよく 読め 

た。 それで は 大損だった。 それにもう 一 つ 鍵 を 渡した 

くない 理由が あった。 それ は それ はちよ つと 言う 



僕が 覘 つたの は、 この 監禁 室の 入口の 扉だった。 

その 扉 は 大きな 鉄扉で できて いた。 壁 は 鉄筋の 入つ 

た 厚い コンク リ —„ ^の 壁だった。 どっち も そのままで 

は 破る ことができない。 

その 鉄扉と 壁 体と は、 外から 大きな 鉄の 腕 金が 横に 

仆れ て、 堅固な つっぱりになる 仕掛だった。 その上、 

たくま 

下ろされた 腕 金に は 逞しい 錠前が 懸 るよう にな つ て 

いた。 

いつも 内部で 気をつけて いると、 鉄の 腕 金の 方 は 下 



ろされ、 錠前の 方 は 午後 十一 時の 点検が すむ とピ チン 

と 下ろされ るが、 それまで はいつ も 外されて いる こと 

が 分った。 すると 結局 扉の 外の 横にな つてい る 腕 金 だ 

け、 縦に できさえ すれば、 この 部屋から 出られる こと 

になる の だが、 室内から その 腕 金に 手 を 届かせられる 

ような 都合の よい ことに はなって いなかつ たし、 その 

腕 金 を 見る こと もで きなかった。 それに 腕 金 は 端の 方 

に、 時計の 振子 を 大きく したよう な 相当な 錘り がつ い 

ていたから、 腕 金 を 上げる のに かなり 骨が折れた。 I 

I しかし 結局、 僕の 覘 いどころ は、 この 腕 金 を 監禁 室 

の 内部から 外す ことにあった。 



午後 九 時に、 僕たちの 部屋 を 二人の 監守が 見 まわる 

のが 常例に なって いた。 そのと き は 人員の 点呼 をし、 

健康状態 がよ いかど うか をた しかめた 上、 就寝 させら 

れる ことにな つ ていた。 

果して その 夜 も、 常例の 点呼が 始まった。 

「第 四 号 室。 —— 皆 居る かァ。 —— 」 

一人の 監守 は、 室内に 入る と 扉の 陰に 立って 入口 を 

守り、 もう 一人の 監守 は、 室の 向う の 隅 こっちの 隅で 

それぞれ 勝手な こと を やって いる 患者の 傍へ いちいち 

行って、 まるで 郵便 函の 中の 手紙 を 押す ように 身体 を 

点検した。 いつも 裸になつ ている 患者に は、 K 例に 



よって 西洋 寝 衣の ような もの を 被せた。 —— 最初に 監 

守 は 僕の 傍へ 近よ つたが、 プ ー ンと ひどく 酒く さかつ 

た。 入口の 監守 はと 見る と、 扉に つかまった まま、 靴 

尖で コッコ ッと佐 渡お けさ を 叩き 鳴らして いた。 

「皆、 おとなしく、 早く 寝ち まう の だ ぞォ。 」 

そういい 置いて、 二人の 監守 は 室 を 出て いった。 I 

I 靴音 はだん だん 遠の いて、 次の 室 を 明ける らしい ガ 

チャン ガ チャンと いう 音が 聞え てきた。 僕 はなお も 五 

かきが た 

分 間 を 待った。 監守が 鉤 型に 折れた 向う の 病棟へ 廻る 

の を 待った めだった。 

いよいよ、 時 は 熟した。 



高鳴った。 さあ、 巧く ゆく か 失敗す るか、 次の 瞬間に 

決る の だ。 

「う ー ン」 

棒の 先に、 だんだんと 力 を 籠め ていった。 ギ ィギィ 

ギィと 腕 金の 錘り が 浮き だした。 僕 はこ こぞと 思 つ て 

あらん 限りの 力 を 出して 腕 を つっぱった。 …… 

ビシ リツ！ 

し ま 

「失敗った。 II 」 

と 思った とき は、 もう 遅かった。 杉箸 細工の 棒切れ 

はもろ くも 折れて、 腕 は 空を衝 き、 勢 あまって 頭 を 壁 

にガ ー ン とぶ つ つけた。 



ん なにも 意地悪な もの かと 慨 きながら …… 。 

僕 は 暫く ジッと 鉄扉 を 睨みつ けて いた。 あの 箸 棒 さ 

え 折れなかったら、 今ごろ はこの 扉が ギ イツと 明いた 

の だ —— と 思いながら、 指さき で 鉄扉 をち よんと 弾い 

た。 

「呀 ッ。 II 」 

わめ 

僕 は 思わず 大声で 喚いた。 なんという 思いがけない 

ことだろう。 僕の 指さき に 籠め た 僅かば かりの 力で、 

城壁の ように 動かない と 思って いた 扉が ギ イツと 音 を 

たてて 外へ 開いた のだった。 渓谷の ような 深い 失望 か 

しゅんがく きえつ 

ら、 たちまち 峻岳 のように 高い 喜悦へ、 —— 。 



(そうだ。 杉箸の 棒 は 折れた けれど、 折れる 前に、 扉 

の 腕 金 をす つかり 起して いたの だ！ 万歳) 

僕 は 咄嗟の 間に 真相 を 悟 つ た。 

僕 は 喜びの あまり、 すぐに 扉の 外へ とびだした。 そ 

して 気が つ いて 背後 を ふりかえ ると、 さっきから 僕の 

する こと を 興味ぶ かげに 寄って みていた 同室の 二人が、 

これ も 続いて 室内から 飛び出して こようと すると ころ 

だった。 

「うぬ ッ II」 

僕 はふり かえりざ ま、 二人 を 室内に 押し戻す と、 鉄 

扉をピ シャンと 閉めて しまった。 いま 一緒に 出られて 



かった ように、 その 場に 震え だした。 露見 か？ 

「ぉゥ …… 」 

僕 は 大胆に も 作り声 をして 返事 をした。 

「早くし ろ、 早く。 出かける のが 遅くなる じ やない か。 

…：- J 

「うむ —— J 

僕 は 鉄扉 を 開く と、 ス ルリと 外へ 出た。 そして 腰 を 

かがめて、 詰 所の 窓 下 を 通りぬ け、 あと は 廊下 をなる 

ベ く 音 をた てずに 疾走した のだった。 

「なに をし と るんだ。 」 

そのと き 詰 所の 硝子 窓が ガラリ と 開いた。 



シャット シャット、 ョ ィョィ ョィ。 

ヒ ヨウ ヒ ヨウ ヒ ヨウ ヒ ヨウ。 

いろんな 掛け声が、 舗道から 屋根の 上へ と 狂気 乱舞 

する 〔# 「狂気 乱舞す る」 は ママ r 僕の 心 は 脱走 者で あ 

る こと さえ 一時 忘れ、 群衆の 熱狂に あおられ、 だんだ 

んと 愉快な 気持に なって いった。 

そんな 好い気 持に なって きたの も、 あまり 長い間の 

ことではなかった。 

この 歓楽の 巷に、 突如と して 響いて 来た サイレンの 

音、 —— 人々 は 回転の 停った 活動写真 のように 踊りの 

手 を やめて、 其の 場に 棒立ちに なった。 向う の 大通り 



た 梅の実の ように、 真 黄色な 灯が うつって いた。 

庵室の 扉に、 ソッと 手 を かけた とき、 

「誰 方？」 

という 低い 声が、 うちから 聞こえた。 

「 …… 」 僕 は 思わず 手 を 放して 黙した が、 

あん * ノゅ 

「これ は 街で、 庵主 さまのお 名前 を 教えられ てきた も 

ので ございます」 

「いま 明けて 進ぜます。 しばらく …… 」 

力す 

うちら に 微かな 衣 ずれの 音が あって、 やがて 扉の か 

けがね がコ トリと 音 をた て、 そして 入口が 静かに 開か 

れた。 



「実は 僕 は、 さきほど 病院 を 脱走し た 者で ございまし 

て …… 」 と、 僕 は 額に 巻いた 手拭 を 解きながら、 身の 

上に 関する すべての 物語 を 喋り、 そして サイレン 鳴る 

街の 軒下で、 一人の 美しい 島 田 髭に 振袖の 着物 をき た 

女に 庵主さん のこと を 教えられ きた 旨 を 告げた の だ つ 

た。 そして、 

「 …… どうか、 この 暴 逆なる 〔# 「暴 逆なる」 は ママ U 手 

より、 しばらくお 匿まい 下さい まし」 

と、 両手 をつ いて 頭 を 下げた。 

「それ はまこと にお 気の毒な お 身の上」 と 尼僧 は 水の 

ように 静かに 云った。 「おもとめ によりお 匿まい 申し 



「それ は、 —— 」 

といった が、 秀蓮尼 は 眼 を 輝かし、 いまにも 飛び 掛 

ろうとい う 勢 を 示して いた。 これ は 思いがけない 大事 

にわ ほとけ 

件に なった。 何が 俄かに 仏の ような 彼女 を、 セパ— 

ト犬 のように 緊張 させた のか まったく 彼女 は 別人の ご 

とくにな つ た。 

「それ は、 森お じさんの 戸棚の 中で 拾った ものです よ」 

「森お じさんと いうと ：：： 」 

「ゆうべお 話した 森 虎造の ことです よ。 僕の 母親が、 

いま 泊って いる I 舌の 家です」 

「ああ、 そうです か。 …… 貴方 は 森 虎造の 戸棚の 中に、 



「母親！ ああお 鳥さん のこと をい つてい るので すね _ 

あれ は 貴方に は 関係の ない 継母なん です。 それよりも 

ぐずぐず してい て 森 虎造に 見つか つ て ごらん 遊ばせ、 

立ち 処に 生命はありません よ。 まず 貴方の 身体 を 安全 

なと ころへ 置く ことです。 …… お分りに なった でしよ 

う。 さあ、 その 鍵 を、 あたしに 渡して 下さい！」 

そうい われて みると、 僕 は 鍵 を 渡さない わけに は ゆ 

かなかった。 しかし この 思い出 深い 鍵の 中の 恋人に 別 

れる こと は なかなか 辛い ことだった。 

「渡しても いいので すが、 …… 実は この 鍵の 中には 僕 

の 恋人が いるので す」 



庵主の いかにも 自信 ありげ な 言葉 は、 まさか 偽りで 

はなさ そうに 見えた。 僕 はこの 上 はすべ ての 運命 を、 

再生の 恩人の 庵主に 委せ、 なにもかも その 指揮 どおり 

にす る 決心 を 定めた。 

—— 恋人 を 彫り 抜いた 鍵 は、 遂に 秀蓮 尼の 手に 渡し 

てし まった。 彼女の 胸に は どんな 秘策が 練られて いる 

のだろう か。 鍵 を 見てから、 急に 昨夜と は ガラリ と 態 

度 を 変えた 秀蓮尼 は、 そ も 如何なる 縁りの 人物で あろ 

ク ゝ o 

う 力 



くと いつ て 止めた。 

「これから 貴方 を 変装させる のよ。 それです つか リ裸 

になって 下さい」 

僕 は 庵主の 顔 を 見た が、 諦めて 学生服 を 脱ぎ、 それ 

から 襯衣 を 脱ぎ、 遂に 下帯 一 つに なって しまった。 

「さあ、 それでい い。 …… では これから 着つ けに かか 

ります。 そこで これで 目隠し をし ましょう。 すっかり 

済む まで、 貴方に 見せたくない のよ」 

僕 はた だ 溜 息をつく だけだった。 どんな 大袈裟な こ 

とが 始まる かしらな いが、 云う とおり 目隠し をす る。 

すると 菴主 は、 それ を 解いて、 もう 一 S ギュッ と 縛り 



が 鼻 をう つた。 そうだ、 昨夜 もこの ような 匂いが し 

たつけ。 

「両手 を あげてよ、 」 

「呀ッ …… 」 

胸の まわりに、 何 かグル ダルと 捲き つけた。 

次に、 彼女が 背後に まわる 気配が して、 こんど は 肩 

の 上から ゾロリ とした 着物の ような もの を 着せた。 

(和服ら しい？) 

すると、 こんど は 腰骨の あたり を、 細い 紐で ギ ユウ 

ギ ユウと 巻いた。 それが すむ と、 なんだか 胸のと ころ 

へたく しこみ、 シ ユウ シ ユウと 音の する 幅の ある 帯ら 



しい もの を 乳の 下に 巻きつけた。 —— 僕はド キンと し 

ま C 

た。 頰が 火の ように 火照って きた。 

(これ は 女装 じ やない か？) 

それから 気をつけて いると、 後のと ころ はいちい ち 

思い当った。 さっき 着た の は 長 襦袢ら しく、 その上に 

また 重い 袖の ある 着物が 着せられ、 やがて 腕 を あげて 

その 袖が グル ダルと 巻きつけられ、 こんど は 胴中に 幅 

の 広い 丸帯が 締められ、 そして 最後に、 羽織が 着せら 

れ たことまで 分った。 庵主 は その 間、 気味の わるい ほ 

ど 一語 も 発しなかった。 ときどき 彼女の 柔軟な 二の 腕 

が 僕の 腰に 搦み ついたり、 そうかと 思う と 熱い 呼吸が 



僕の 頰 にかかったり した。 

「さあ、 こんど は 座って 下さらない。 …… そっとです 

よ。 そっと ネ」 

僕 はいう とおりに した。 

「もう 目隠し はとって もい いわ、 あとの ことが 出来な 

いから、 仕方がな いわ」 

目隠し をと つてみ ると、 想像して いたよりも 愕 いた- 

僕 は 首から 下に、 美しい 女の 身体 を もってい るの だつ 

た。 乳房 は 高く 盛り あが リ、 膝 も ふつく りと 張り、 な 

げ だした 抉の 間から は、 艷 かしい 緋の 襦袢が チラとの 

ぞいて いる。 —— 僕 は 半ば 夢 ごこち だった。 



「さあ、 頭 を 出して 下さい」 庵主 は 背後に まわる と、 

僕の 頭に 布 を 巻いた。 

それから、 どこに 蔵って あつたの か、 句い の 高い 白 

あき 

粉 を 出して 来て、 僕の 顔に 塗り はじめた。 呆れ かえつ 

ている うちに それ も 終った。 

「すこし 重い わよ」 

そういう 声の 下に、 頭の 上から ズ ッシリ 重い ものが 

被せられた。 そして 耳のう しろで、 紐が ギュッ と 頭 を 

縛め つけた。 

「さあ、 出来 上った。 まあ 貴方、 よく 似合う の ネ_ 

ほんと に 惚れ ！M れす るよう ないい 女に なって よ、 まあ 



—— 」 

鏡が あれば、 ちょっと 僕も視 いてみたい 衝動に 駆ら 

れた。 それにしても、 庵主 は なぜ こんな 艷 めかし い 衣 

裳 や、 それから 鬟ま でも 持って いるの だろう。 彼女 は 

どう 見ても 唯 もので はない。 

あそば 

「ホホ ホホ。 ちょっと ここ を 御覧 遊せ。 見える 

でしよう？ どう 気に入って」 

ハツと 振りむ いてみ ると、 庵主 は 間の 襖 を 指して い 

た。 そこ を 見る と、 背の すらりと した 高島田の 女の 影 

がうつつ ている ので はない か。 僕 はい まだ かって 経験 

おどろ 

した ことのない 1? きと 昂奮の ために、 呼吸 を はずま 



「ホホ ホホ、 これ 貴方の 洋服よ。 こんど は あたしが 貴 

方の を 借りち まった わ。 しかし 実に 大変だった のよ。 

これが 無かったら、 あたしう まく 脱出で きた かどう か 

疑問 だ わ。 つまり、 こうな のよ。 —— あたし 序に、 貴 

かたき 

方の 仇敵 もと つ てきた わよ」 

「ええ ッ。 それ は 何の こと？」 

彼女 は 冷い 炭酸水 を摂 りながら、 意外なる 出来 ごと 

について、 僕に 話して 聞かせる のだった。 —— - 

それによ ると、 あの 森 虎造と いう 男 は、 僕の 亡き 父 

準 之 介 を 殺した 悪人 だとい うこと だった。 僕 は 今まで、 

父が 米国で 脳溢血で 斃れ たこと とば かり 思って いたが、 
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